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100 号記念にあたって

ISAS ニュース編集委員長松尾弘毅

3 代日朝品集会員長として. ISAS ニュース ω0 -0

記念特集をお贈りすることになりました。平尾初

代委員長の!日 l桜 fl(J. 直接的なご示唆により.実現

の巡びとなったものであります。創刊より制集に

間って参ったのは私と fl'-) 川市 IJ 委貝長，高橋斗吋主官

とだけになりましたが.唐様で~'-::くこともなく初

代 2 代両委只長の 1泣かれました路線の|を無事

走れますのも.読者の皆僚のご支 1~ と事 l什存者各{止

のご協力のI!品物と感謝主主しております。

今日 IS AS ニュースが何がしかのJ判聞をTfi'、て

おりますには 2 つの恩由があると考えております。

第 1 は.ヰ術研に関連する研究者の層の厚さ司多

彩きです。 JJ II交の制集委只会て\紙聞の編成に

背労したことはあまりありません。また，外音1\の

執~n;者のん々も.ご多忙の 'I'.私共の依頼に快〈

応じてドさいます。第 2 は，研究者自身の手によ

る編集ということです。公式の情報は一方の柱で

ある所内広鰍に任せて.一純一治外法村{宝的な白山を

所から羊受してきました。間報の選択は芝、:§O fl(J で

あり，興味本{立であります。もちろん司このこと

は司王務部門がキチンと支えることによってはじめ

て可能なことです。この 2 つがある限りはと安心

3X している F9r以て寸。

さて今回は， 日頃宇宙研を見守っていて下さる

方却に寄舎をお願し、欽しましたところ . .c." こ泌み

るお言葉を数弓引きました。まことに賛沢な内谷

で感激欽しております。今後とも宇宙研へのごWI

待に即した紙而作りに努める所存であります。

なお，付録として 100 号までの索引を作成致し

ました。文部省ヰ宙科学研究所として発足以来の

歴史の一面としてご一読 Fされば幸いです。



100号記念号に寄せて

伊藤富造

記念号に， r自制*長として何か占くようにとの

依彬lがあり.あらためて創刊号からの以をめくっ

て見た。'j-:甘1科γ:研究所の設立と同時に 1981年 4

月 IS AS ニュースは創刊された。宇宙科γ:の研究

計ーの交流の場としての紙Inl作りが初代制集長平尾

教J支の意灰l したところであリ.この MI のドに t輔

副主がj韮められ、 その内科は号を illjJ るにつれ充実

して行った。当時の紙 IIiiには研'先にまつわる多Hi

多俸の記 'I~や l人l 外の，j':'di 量lI. itliH~~ の進民の線 f が

，I在せられており.今読み返すとその頃の状況が鮮

かによみがえって来る。

創刊以来毎号熱心な読者である店、が二代自の制

集長をおづ卜叉・けすることになったのは.ハレ 叫2

II~探11'機「さきがけ」が打 J げ句れた 3 ヵ Hi ム

PLANET-A の総合試験の最終段階にさしかかっ

た 1985 年 4 H のことであった。

世の 'I' の 'i;~' としてニ lUI は初代の }j 針を受け継

ぎ，II!に内作を充実させること均、使命となる筈で

あるカ\ノ T拍い) jg ると }j }1 を継ノ阜しただけであっ

たのか L 知れなし、。ともあれ lS AS ニュースは lilii

ぷlに発行され， とリわけ特集りeは，1' 1' 1'.11 がよろしい

様である。これら特集号の ill·d'l'は.制*委wの1m

氏. とりわけがJ川必ずi.. 牧島一夫の nt， j氏の才市に

n うところカf大きかったと忠、う

1988年 4 )J.編集委只長は松尾教技に.またまE

以も ~m~交干干して新制-liS gilが発足した。毎号配布

されると同時に校正白ーの liN.で読み通す判慣が今も

って抜けていない私から見ても， ISAS ニュース

は佐川なりの!長を深くしている。

現住I SAS ニュースは寸:Hi研の広報活動の中，L、

的な i生州l を来しているが.これからの宇宙研にと

ってはもっと多くの Illi て'広報活動が腿 HI] されむけ

ればならないと思う。多似の同 'l~ を使用して illiめ

りれているヰ'.Hi-!ド詐研究の内符.尖怖を分り~))い

ハンフレソト， I映~I札ビデオ吟で PR したり.一

般品副会の|口|数を Iずl したリして多くの国民の共感

と H与を仰る必要がある。

IASAやESAの広汎な広報活動には&.;:べくも

ないけれど.宇宙研の現状は事業全体の大ささか

らみて.余りにむ ft~Nである。このような広報川

!II})を強化したり，マスコミとの品11，i::，を適切に 1 t' う

がは. むはや一郎の職以.研究針が)"千間にやれ

る{十 'I~ではなく.リ'ijf'の組織.職uが必要となる

であろう ,j-:Hi 研所内の f十分野の人 u不足は本知 l

してはいるか， iiIぃ将来ぜひ広報匂任の有能な人

材を縦{足してもらいたし、。

(，、とう・とみぞう.

1十:山仲Ill!究所教校)

(I SAS ニュース前倒集以〕

=旦-a

ガ綴った

宇宙研の100ヵ月

1981.4.14
宇宙科学研究所創立

所長森大吉郎
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1981.4
ヘリコプター力、勺の落下ベイロードの

回収に成功 (NTC)
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平尾さん有難う Y

ISAS ニュース 100 りになったとのこと.党I'IJ は

IHISASがlEI 江大学共同府Jill機関としての新ISAS

になった時と J己憶しているから.ニュ スの渉み

はそのまま新 2・術研の挺史である。つまリ新ISAS

は 100 ヵ)Iたったということになる。 I~I，ぃ起すと 'j<

脳研改組ととむに. 6斤'先. JJi.場のllI.i11lj の仲1[9JIにた

って米た‘ド 1亘先やが-)j て寸ム朝iの必望書刊=を強〈巨

保された L のである。.tいの 微とか( ;なのため.

・ I'足さんは以よリ ーつ歳上) {~で色々 .'a~ぃ除 11 を

きいたものだか. *NJuj その情熱と迫力にひきずら

れて.また。 1'1己さんの衣鉢を継ぐ{張れた後制 r，. j主

にし IU 、まれて.今 II の ISAS ニュースが liirf した

今では. 'j':'Iii6Jfの Itl だけではなく.また H+:のな

かのuAだけでむなし ιj':'d;Hマ全体にわたって.

6郎、 dl~'につけ. -I'x りかい請につけ.このニュース

を繰ってみる )j 々が多かろうと忠つのて'ある。今.

ISAS ニュースが円本の，j<'，!;千|学名をまとめ.また

ISAS のイメージを III今に Iz、えるのに#とたしている 1生

計1\ の!T(公"1'1・は In リ知iL"いものがある。あらため

てド l己さんイ1 世II う。

さて町 ISAS について何か』けということである。

II 本の.i':'Ii i 千ド yーが.おそらく Ilt~ もが F怨したよ

りも 'I'· <. Ill:! がの第一線に tH てきたニとについて.

欧米の関係れの nil では色々な分析がされている。

外 11 ，1 でISAS をどう見ているかということで 4弘の II

にふれたしのの紘粋を挙げてみよう。ニ'覧になっ

た Ji し々多かろうとは忠、うカ九

0 本:1 民l物!'I リ:会 l込制 ~fH とル 7 キン.持え II なしカ

しよく，H' llhj さ i L!.:.そして j~~'c 的なミ"/:，，/ヨノに

よって. 11 -1廷はこ.p '1山千ド Fの王役になった ー"。

0 フリンストン IfJ ，級研究所ダイソン教校 クイ γ

7 イズ ビューティ 71レ ~l(々は早L~kで他

全な状態にある H -1'人に学 l;fなければ ー"。

稔田

oNASA' ゴダード併究所ヒナース所長. "'j':'1山科

学にとって頻度こそ必要不可欠である。 日

本のISAS はまさに計画的規1I~と 'THJI と人のi主

絞刊ーを I引見するという万~I て二 ゴダードの 6 ハ

セントのfn て'I，jt ~~を挙げている。そういう

ことが可能なのである"。

ONASA半前科't 地球科'γ: t' H 会鰍告.“天文Y.

地球物理.太陽物理について lei+:が予を長Lf~J

べていることに注 H したい 。

o ;fと聞大文'I 会ヘルファンド mI l*. "H -1'の jl-llhjが

X線天文学的中心になっている。今後 10年r.~l は

H-1'の jl 凶iにたよらなければ

oJ，品 j丘サハロ 7 と Jtに l五l 会人りをしたソ連判'干ア

カデミ一会員サグテーエ 7. ニューヨークタイ

ムズのインタビューに応え米ソの般争て凶R大指

IllJすることを批判J L.."fl 本人はもっと悦 lりl だ"。

かなリ只い織りがあ勺て. くすぐったい感じだ

し.勿 e論J'tt1?iLてはいけないが. n.H を浴びてい

ることは 6K かなようだ。こ iL は. LOCI ニ 3い山さ i L

てきたことだが.ι目先舟I-:..Im先税. it- くの関係の

先i主のおかげて凶l伏 J十七とは ·Y4 なるストラテジ の|、

に. Jl~ヅ. .J二学的研究者向~Illが作られたことに

よるところが大き L 、。口'，till に店~.学れは 例がtil 米

るか をしリ. _Lγ: -!'i'は "fiojがボめりれているか

を知!ってそれぞれのマ Itf)を it主的てきたのだ。

いよいよ本年の悲願. ミユーロケソト大明化の

実現が絹についたと 1111 きます。これは.外l王l でも

作土i 而で期待されて;f~たことです。 ISAS が盆々

党反されることを OB として泊 U しています。

(お to! . みのる.

1ゾ山科ヴー研究所J干~ti.

Pit 化，・t61f究所到1 ・f\.長)

[Ij;j字'山科マ研究所長〕

1981.5.31
気球望遠鏡 BAT-2 披球 (SBC)

1981.7.29
SB-73S-1 地上燃焼 (NTC)

1981.6
ランチヤードーム完成 (KSC)
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rrSASニュース J 100号記念に寄せて

川村恒明

守宙科学研究所が創設されたH自利56年 4 月に.

その創刊号が発刊されて以来一口して宇宙科学研

究所の段新の研究4/i-;((とその成柴の紹介に努めて

こられた rlSAS ニュースJ が.このたびめでたく

100号-J'I]行の節目を迎えられたことに対 L. まず心

から敬13 を表したいと思います。

宇宙料学研究所が.我が国の宇宙科学の発展に

中心的役割を果たすため.東京大学宇宙航空研究

所を改組転換し.新たに大学共|百HI]用機関として

til]f.止されて半 8 年の繊月が過ぎました。この!日 I.

相模原市の新キャンパスに新研究陳が完成し司会

国の l関連分針の p)f' 先者との共同研究の場としての

研究環境.研究粂{牛の笠備もともかく進んできま

した。研究活動の面ではこれまでに 18 似の科学 l: 'I j

l{を自主技術によって開発した M ロケ y ト等によ

り打上げ.これらの中小引の科学衛星ミッ y ヨン

や国際協力を辿じて世界の i詑先端の活動を展開さ

れ、国内外から E;ぃ、評価を得られるに至っている

ことは.誠に喜ばしい|浪りであります。

さらに.このたびの宇宙開発政策大綱の改訂に

際 L. 1990 年代から 21 世紀初頭にかけての月・惑

bl.! 菜食等科学ミッンヨンの進展に対応した大引の

科学 llti Jl を打上げるための M ロケットの大型化の

方1['1 が闘の政策として認められたことは研究活動

の一層の発展に大いに資することと考えておりま

す。むちろんすでにご広知のとおり現在の我が同

の財政事情は. 7N 字国債の発行の解消からさらに

これまでに発行されたが ~160 兆円の国債の償還を目

桁して大変厳しい状況下にあり，特に宇宙科学研

究のようないわゆる大型プロジェクト研'先に対す

る風当たりが次第に~~:くなっていることも事実で

あります。

我が園の理学と工学の粋を~めた総合科学とも

いうべき宇宙科学は，研究者の方々の熱 Q と努力

に支えられてこれまで計画的に着実に進歩発展を

遂げ.優れた人村長成にも貢献してきましたが司

このように大変厳しい財政状況を踏まえつつ.こ

れから 21 世紀にかけて新しい展開を図っていくこ

とは必ずしも容易なことではないと思います。

ともあれこれまで以上に独自 IJ性を発療し工夫

を重ねられてi!!♂界をリードする先端的研究を進め，

凶際的に貢献できる優れた成栄を挙げ.人類の期

待に応えられるよう所長をはじめ関係の方々の一

層の御尽力を心よりお ljli '、する次第です。

rlSAS ニュース J が宇'向・科学研究推進のかけ僑

となって 1 人でも多くの人速の支 lZ:が得られる

よう期待しております。

(かわむら・つねあき，

文部省令!:術間際局長)

1981.8.24
ランチヤードームで初打上げ

(5-310-10.K5C)

1981.9.5
5-520-4 打上げ

海上での回収に成功

1981.10
液木/液厳ロケットのステージ

燃焼試験成功 (NTC)
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ハレー馨星捕捉計画

黒田隆二

r，、レ- ~'\'"'t1IIifJ J!推進本書 IS J の重大決定が発点

になった。 II 寺. 1川 JIJ2119 年 4 月 1 H のことである。

ハレ-¥\')，!の地球への媛近を 15 年後に従えて.

世界の科 'γ: l守を 'I' .c' ·l ニ.ハレ -iP" を捕縦したの

ち.何処に繁留したらよいのかの正義 J曲が続けられ

ていた。

地球に jill び込む奈は.地球環崎町 i店主在する JW 山

で11 っ先に排除された。

金II の ll /;i )，'として験制する突は.内 I 安エネノレギ

ーの I:} ・で iば L イT力であ勺たが.庁 t裂な水資制が j且

放する恐れがあリ.千 l 力な候補から悦必せざるを

f呼なカ‘った。

火1止の l!/:i II!. として際情する奈は.故後まで残っ

た案であったが.少し述すぎるといヲことで .k

3語。)にさiL た。

キ古川伐ったのは，地球の 1車:j jl~ として悠 Wi する案

と月の l'U) ，!として撚制するこつの楽であった。

ハレ -<'p ，!は世界辿Jq;の"才.fI1!l、に山かれ.いず

れそのうちに.資 iIJ;! として市川することカ 'IOC に決

定されていた。しかし III 界観光局としては.ハレ

-!-~.l{を分解して資源として治則する十 Ilj に.人却

に目ではて Aじしんでむらいたいとの姐持、 }j ~1 を打

ち tH して、、た。

月への似た存が II (If'j' しの状態の 'I' で.新たな

観光資 iJ~! をどこに門己;配するかはきわめて重要なニ

とであった。

資似の(与し:札観光'~用の f1liflilJ. 校体 I的谷 ~J さと f

あ々らゆる fl) I立から検 ;H された給米 r 月の l! Ii M

として繋切する。 fII.L. ftil f，\の f¥ ，穫の為. 1i~' に太

陽光線が，、レー刊 ~ii~ に当たることが無いよう主.

太陽隠蔽軌道にのせる J と L、うのが発表の内容で

あった。

観光の i工場か句は太陽限必軌道では.時くて比

えないという欠，山が指摘さ il. 19" 、反対もあった

が.Hf110114Ihl を才 l ち l げることでがと后を見た。

思えば. 1986 年のハレー咋 111.一按近の際には.わ

が包|の「さきがけ J ・ rすいせい J も観測に大 m悩

L. 多くの天文学名がん、レ--I<\'以は，あと 200

回地球周辺に巡ってくるだけの ).J~ 命がある」と発

表したものであった。 r 1 万年以上消滅すること

はない J との表現をとる学者もいた。

当然なが句「ノ、レ--I<\'尽の舟命は.あと 2 回巡

ってくる 111] だけである」と弓三汗した人は WI んどい

なかった。天休利 mの観点からそのように子訓 IJ し

た人もいたが.一笑に付されて J世も相手にしなか

った。

2061 年に，、レー咋 )l~. がilli.ってきた時には.多く

の人T. 1街単一がハレ一色 ;:Y. と三 Hi 飛行をして観測し

たり.膨大なサンプノレが地球に持ちかえられた。

その紡*.ハレ-{~.li l_ は水資源をはじめ.ゐ用資

源的 i~Jl lI であることが雌認された。

そのころ月の量 lU 1I'J}， U也や実験工場もフノレ凶転で

操業を続けていて.火 !I~. 基地の雄投も相当 if主んで

いた。そして測もが.次のハレ--i' JH の被 jl!:の際

には.それを資似として活用する計 l血lに疑いを列

たなくなっていた。

このような ~j 大な 1H' li lJ jが現実のものになったの

も. ISAS ニュ ス 100 サ記念の可 ilol 本のこ.f: 'I山 i制発

政策大綱の改訂によリ M-V~'t ロケットの IJH1~ が本

決まりとなリ. I百JII ，~に宇宙インフラ開発への j主怖

かりをつかんだことが大きく冷モ与したのである。

ISAS ニュース 200 サ記念、のば l には全血保1't.. JJ

探作の Ii l'ohjが実行され.王P，!のサンプノレ リター

ン計 Ilili も実行其近であった。

これらの計画が今回のハレー圭I'M捕fJi;niilliに絶

大な a献を来たしたことは疑う余地もない。

今 II の発表がエイプリルブールに終わらないこ

とを十Ii リつつ.今. ISAS ニュース 1529号を干にし

て.感慨に耽っている。(くろだ・たかじ.

日本冠全t株式会社 本社理14~~ ・技由Ii 長)

1981.10.31
第 l 回宇宙研陸よ大運動会

1982.2 1982.3
新整備塔の工事すすむ (KSC) 臼田アンテナ予定地の伐採すすむ
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宇宙研とのかかわり

古在由秀

点大宇宙航空研究所の時代から.宇宙研の委只

会や由f究会にはしばしば出!市させてnづてきた。

初めて wた会議の名称などは覚えていないが 'j三

社{石If でも人」ーl，ri )Il を n ち l げるべきかどうかの議

論があった。立見を聞かれたので" r 人 U:);i J I \ を

n ち I' げるのなら司球形で密度の高い物質で出来

た物にして nいた L 、。それは. iilll!也学者の望んで

いる 1，1:i !j!て'あるから.中Ii まなくても世界の !J IZ の

在lI. iilll所で追跡観測をしてくれるはずで，自がl で jι

跡制も持つ必要もなし、 J. と言った覚えがある。

この憾な会議に出たのはこの時だけであったが.

f'L.、の発言は. r~nの峻だけのl:);j )1\ でむ役に立つのだ

から.人T.r，liH は打ち上げるべきだJ・との題行に

とられたと後になって附I ，、た。ついでにムうと，

品III!也術 )f は ~IHl:);jIf!で， 'j:'ilil 井l発事業聞の所特で

あり.市 II!也 "f は下街 ~If の， j' 街科 "f'l こは入っていな

いのだそうである。従って. -I x の々人工 l.j Jj\ を f>J:

つての 11 :jJ: 1 ま， n4:のTi山科学の成~としては認

知l さiLていない。

'j':'di 日fは唱いわば天文台の比 tt分の~!f'先所であ

るが.千 rr脱校はかなり辿う。従って.働いてい

る人i主の全銭感覚にも大きな差がある。サー街6Jfの

会f;-では r それは尚々一億円しか掛からないから

やろうふといった ~e 1-4'がとひ'だす。これには続い

たが，その志波については心配もしている。日本

の研究者て二一億円の研究'/'i を n えないで_.，!ーを

終わる人の }jがM倒的に多いのだということに気

付かないとしたら.大変なことだと思う。

't'l山研では. l:);j !j!やロケソトの予算だけでなく.

色々と地|施設の千n も 12W，にとってくる。ハレ

ー咋星探11'計画と i品Jj虫して作られた円I:l I 観測所の

U 径64 メートルの'，IL波望遠鏡 L. 内之浦の人工l:);j

){追跡引法鋭レJi，(jfr淵野辺に出来た亦外科lの望

遠鏡も十ー宙日fだといともたやすく予nーが認めら

れ.天文f;の人 I1II が手伝い(あるいは主戦力)に

駆り :11• さ i し完成する。地上の地設がよく将怖さ

れるのは，大質成である。しかし.それを実現す

る前に.天文|品If主計の立見を反映させて i・I えるな

らば. もっとよいものが出米る符である。他の分

野でも.同じ隊なことがコえるのではないか。

もちろん，我々は 'j:'EliUl fには非市にお世話に也

っている。 X 線天文学の成米にも敬 IJ~ している。

大文台では太陽観 iill l1:J; jH. r ひのとり J L 充分活Ifj

させてJ'tった L. I悶99引1 :年年に J打l ち上げが(-乞勺〉定ヒさ tれt て

いる SOLAR-A にはおおきな l則朗!iJ j待寺が干寄号せられてい

る。，従屯波 E望型 i述卓鋭をスベ スに打ち刊 fての VSOP
、

Ii計iリ"1ド州II耐1同両は ,jド.リ，山

いてで，あろう。この憾にてつの研究所の協 }J の場は.

更に 11;くなるであろう。それにつけて L. 寸:'Ii，研

が.総ての立昧て'健全に発!廷し万人の認めるよ

りよい成~が挙がることを心から ~Jj っている。

(こざい・よしひで.

宇宙科学研究所評議以.

l玉l立天文台長)

1982.3.15
58-735 可動ノズル駆動

テスト(駒場)

1982.3.24
58-735 介融テスト

1982 , 5-6
J 、レー探査機とKM·Pとの

接手分離試験
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宇宙工学の発展に向けて

近藤次郎

アメリカ介衆凶のスペ ス・シセトル，チャレ

ンジャーは 1986年 1 H28 1:1.打ち上げ直後に大爆

発を起こして.大西洋に数百のl政 J:'，となって iえん

だ。 NASAはもちろんのこと司この火 !ttはアメリ

カ全岡民を悲映のどん!氏に追いやった。乙I" 'Iiョ開発

計jiIfjは 10年巡れたと報道されたはどである。これ

は間体ロケットの継ぎ bl に欠陥があることがわか

った。

我|王|でも 1970年 2 月 11 日の人工 l!tilrl.r おおすみ」

の成功までラムダロケットでの失敗を 4 聞も続け

て繰り返した。その度に TV に映る友人の顔は気

の毒で正視に携えなかった。

しかしながら.改良されたミユーロケットは成

J!J I-r が90% で{討中向性が高いロケ y トとしてが ll l1iさ

れている。これによって‘打ち l げら il た多くの

街並は次々に大立;学，ヰ宙科学でI'， !~j 1"、成栄を収め

ている。なかでも l司際ノ、レ一様 ft ~1- 11"i に参加 1 した

「す L 、せし、 J r さきがけ」は大きな成功を収めるこ

とができた。米国が ;t; ち込んでいる|向に日本の宇

宙科学技術は同際的に高しサ也(立を市めることにな

った。

米国ではチャレンジャ の失敗の後. k'~J 2 年1: \1

の空白をおいて. 1988 年秋. III びスペース・シャ

トルの打ち上げを内閲したが，そもそもスペース

・ンャトルは 1970 年代の企画及び設計で . 'JL イ「の

技術水準から比ると時代遅れになっている。その

うち. NASA は別の宇 'Iii 校柿 Iを聞発するものと忠

われる。

近く我|孟|でも字 'd:iBH Th委民会の答申を得て.ロ

ケットは内之浦で打ち上げられる限りの限度まで

大きくなリ.これまでのミユーロケ! I を越える

ものが完成されるものと期待される。それと同 H寺

に l'i If] もかかるから.ますます宇宙研究は円大科

学としての道を進むことになる。字 'Iii 科学研究所

は必礎科ず:の分野では大きな成 J!J を収めつつある

が，工学分野の諸君はこの機会に新しい凶喜 II: に立

ち r"] かい，革新 (I(J な技術に f北il 虫 L. NASA を jJjく

ような水中心到達されることを期待する。この H寺，

|五 II 際協力の方法を棋 Jミすることは当然であるが披

jli"の FSX 交渉の経過にも明らかなように，経済大

国となった我国は技術の万 Iffi でもその責任を巣す

ことが j則 f寺されている。

これが点大字'山'石 if 時代，イ 1 職中に相似し、で病に

倒れられたこ ι ，t!'..:，殺の 2 人の所長に報いる最大の

はなむけとなろう。

(こんどう じろう.

宇宙科学研究所評議貝，

日本ザー術会議会長)

1982.6
中高度性能試験設備完成 (NTC)

1982.7.13
M-3 日モータの耐圧テスト

1982.8.30
M ロケント発射装置唆エ披露 (KSC)
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宇宙研とロケ、ソトのこと

五代富文

今lui. j ・'市 .Ifの松尾教奴から. jSAS ニュース

100号記念特別号への店tf，::\依頼を受けて. .30年以上

になる寸・宙研との|皇iわりを.改めて1M リ返ってみ

る好機をワえられたような公がする。 'j': Hi研ロケ

ットの HI]身の京大ロケ y トは.店、が~社会で段十VJ

に耳止り車IIんだロケ y トて“あった。

航空γ 料'f::t 1圭， '(;,o I 村i密工業 U.JU，の EI iIliJ'i
!Ii!)土 Ii)に人ネ IL. 京大ロケットの Mf' 先，開発に参

加し司 もっぱらカソハー.ング"7.ラムダロケ y

トの設討をれ l 当したが.会社 ml] の伎 Wil'l( はきわめ

て少数。そのおかげて糸川先生をはじめ.後に

, j':'1白 .ifの所長になられた而木，二[..1'. ...~.野村の

j者先生.さらに当時新進気鋭の秋葉先生とも研究

所のノンハーと [oj じように縦しくおH き合いさせ

てfJ'[-、た。当 H与のロケ~ rIム国|京地球年(l CY)

への参加を II 指していたが.何をやっても残念な

がら失敗の述統て二一体どうなることかと附たん

たる思L、にかられたこと L あった。しかし. I刻係

者全Hは強い連帯感で<n~li リ.今ではそれら全て

が懐かしく鮮明な思い出となってよみがえってく

る 下宙開発委員会委H長代理の斉勝成文先生と

は.茨城県 Ii 浦 inti，ι でのロ γ クーンの実験で初め

てお目にかかり，気さくにご指導 In き感激した。

このロ y ターンは.ヰリII·，制['~見所長の 1!Lj村純先生の

千になる大丸球と.当時!日l発したばかりのコンポ

ジ y ト判長i正義を使ったシグ7 ロケ γ トをキtlみ合わ

せた物だったが.成功は ICYが終わった後だった。

数年後書i(技研に移ってからは. ロケ y トの7 ロ

ジェクトではなくて.学術的な分野でヰニ:街研との

お H き{干し、が始まうた。研究会，ザ会. lSTS.

ヨニJ山・開発~上 i 会古 1\会などで.技術について. 1:1本

の 'j:UilJ ，J5tについて. 大いによ韓日歯を市ねてきた。

この 20 年Ii ll に.社会的勢の変化はめざましく.

宇宙僻もそれまでの努力が尖を結び. 日本干 'JJ の人

工街並「おおすみ」を昭和 45 年 211 に打ち".げて

以来. ミユーロケ y トと多くの科学 l$i l11. の成 Ij) は，

宇宙研の ，{i 実な発泌を J.L: < 一般に Xii らせたことは

ごポ知の通りである。

ヰ:街 1m 発事業団でロケソ卜 l制発を打 l 当するよう

に主リ.宇宙研の現役. 0B の先 'I一万とのご紋は

ますます深くなるばかりである。林友也先生には

事業同月I. ~I与としてお山て嶋lっており.両機関の述

給謝較は JJ:全といえる。

日本の'ド街 t主体Iを一階発展させ.社会へ泣 Jしし

て行くためにも. 1I1 内の'-j-・註i 機|共lはそれぞれの」工

場の巡いこそあれ，協力してことを進めることが

求められている。一例として.す:'dil1，]発事業問が

|井l 発している H-n'~~ ロケソトについて(，.字Hi研

の I~I f.j.:ロケット伎怖j を h:C大限治則している。他 1J ・

航妓.If と宇宙開発目l';~監同との Jt~iJ研究になるラン

デブー技術Iなどは 'j':街研が中心の SFU計幽に

n·っ先に応用されるであろうと思われる。さらに.

21til 。紀を U桁すスペース 7 レーンについては.三

つの機|見 lが共同して検川を進め.それぞれ得辺、な

分野での研'先を行うこととしている。このような

|五|内協力を一層緊珪;にするためにら.今後のヰニ:出

研の研究成果に多大の mil 寺を寄せると )1< に. -1M
のお付き合いを願うものである。

(ごだい とみふみ，

宇宙開発事業団J!l!. ~J~ )

1982.8.10
大型アンテナ敷地造成工事鑑甥

(臼田)

1982.9.9
プラネン卜 Aプロトアイプ報道公開

(相模原)
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10 トンチャンネル構造燃焼器燃焼試験
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宇宙科学研究所への期待

斎藤成文

ISAS ニュ ス 100号記念号.本当にお日出!立つ

ございます。先日キII快阪市への移転、記念式典にお

招き町l き.立派な研究開発施設，設備を拝見して.

移転して本当によかったなと忠いました。懐しい

駒場のI也を離れるとか. 百矧郎|日i心カか.ら j泌卓〈なつたとい

ヲ欠jλ点}

むのは駒J場L品;てで伊は望もむ.べ< L なカか.つたことを思え lぱ工

この』新3折I しい HI 発は 'j':可川'di~.柑研!庁「の将 4米tにとつて f悦j見t払悩iすべ

きむのだと忠つておリます。

宇宙研が点京大学の11ft置研から離れて.独立し

た冊究機|剥となり.人 uや予算の IIiiでの多くの附

難を克服し.同際的に if~ 1..、，F!'!聞を受ける活動を行

っていることは. NASAやESAの宇宙研への対応.

や. [.iiI際協力会議での校械などからねJたはよくホ

知しており.宇'山 UJf 0B の一人として現役の先 'I

んに心から敬芯‘を会したいと思います。

しかし -H. 我が!吋の他の分別の大宇附;百五Ifや

凶立研究所に Itべますと. J-:Hi研は千n の IHi で怯

めて也、まれております。また守街li}17EIIE3El討など

の特殊法人の開発事業と比べて.研究者側却の ('I

Riの1~1t\は 1ム〈保証されております。検討すれば't

Hi耐fは極めて at まれた研究上決岐にあると言わざる

を得ません。 ι-j ':'1山i~Jfの先生方にお店lいしたいのは

この!とまれた研究環境にあることをよく自覚され.

今後と L'iリ巾ー探'先という人類の大きな-i!j'3{j圭成に

r"J けて，晶 i正して下さる機努力してJfiくことです。

"j':'，巾・ ~Jfはその発足の当初よリ寸J山エプ\寸:'ti i旦II

学の研究者がIiに切砿琢1指して.ヂfI ど~慢の状態か

らこれi与に自らの千でなし得たといっ輝かしい伝

統を持っております。今後とも 1:E1I人l 外にも始どそ

の191J を凡ないこの良き伝統をすこって宇宙工'72. 思l

学のー欽協力.共に出しみ，共に 22ぶという i主を

革、み続けてドきる様お雄心、します。

X. feU;' 半年に rl] し|ーげたいのは宇宙酬は特定プ

ロジェクトを同 I:J( J とした-1.: 'γ' 関係の研究所として

は文部省関係では特 :-B した ~JH 見のものであります。

大学関係の工学基盤研究の振興の必袋刊が. 日米

千十 γF 技術交渉などをil!iじ強〈叫ばれておる 111 ノT.

宇宙研の l学部門が大学関係の 'j':'1 巾iI' 'j':.JJi総校体 I

のハスファインダー先導おとして共同利用日 f とし

ての突を挙げられる係強〈者』笠致します。ごノ主知 l

の通り宇宙開発'f:以会では，今岡 21 世紀に I('J けて

宇宙政策大綱の見 Ifl しを行いました。 'j ・宙州がヰ'

宙開発 ~I~~ 定問‘が L:~'j-: 'd j 伎術研究所と共に我が国

の宇 H ;1制発実施機関のーっとして.互に協力しつ

つ. ~l1が悶宇宙開発の進展に !l 献してトさること

を私の現イ，:の立場からもお願い致します。

最後になリましたが. 'f:Hi 研がかねてより念願

しておられました M ロケ y トの k'~'~ 化も政策大綱

の改定に雌られております。病院にお見持 Itl し卜

げた IIキに.病 ill きなかをこのことを呉々もit:しく

と云われた森初代ヰニヅ山官庁所長のこ'議所 lにご報符で

き. ill. ぃ肘の干 ~f の降りた思いでー材、です。現役の

先生 H. 尚一層のこ V川躍を心からお祈り欽します。

(さいとう しげ.;:み.

)-':'1 山科'下研究所評議\.I.

宇宙開発 ~μ 会委只長代 t'rr )

1982.10.25
M-23 モータ真空燃焼試験 (NTC)

1982.10
M-3SII 裂の第 3 ・ 4段分離

テスト(駒場)
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1982.II
臼田の深宇宙アンテナの工事進む



「キ目模原発」が地球をかけめぐる日を…

清水洋

もう 20年前のことになるが，アポロ宇宙船で月

周回飛行をした米国の飛行士は「地球は宇宙のオ

アンえだ」と語った。 1嘉照の~IHlに浮Jf青い惑E

に.改めてわが地球のすばらしさを認n龍した言葉

だった。

宇宙探古iの主要目的は言うまでもなく，宇宙の

ナゾの解明である。宇宙の進化， hiti主.EやjJ{河

の営みなどを時l らかにすることは，古来の人知の

~，1的欲求であり，専門家だけでなく私たち素人に

とっても興味ある諜題である。そして.そのこと

は同時に.私たちの世界観や生命観にインパクト

を与える， という意味でも重要である。

先の米宇宙飛行士の言識もそのひとつと言える

が，宇宙の大きさ.奥深さを知ることによって.

人 IHIは索直に議取になれるのではないか。自身や

地球を見直すことにもつながると思う。

つまり.宇干R科学研究所がやってきたこと.今

後ゃあうとしていることは科学長だけのものでは

なく， }ム〈日本国民.世界人知のためでもある.

といつことだ。そこで.このような観点から二つ

ほど注文を述べさせてもらいたい。

第ーは，胸をはって意欲的な言liilli を iffiめてほし

い， ということだ。巨大科'~lーのスペースサイエ/

スの展開には相当の経費がかかるが.欧米に比べ

て宇宙研の予算は決して大きくない。多少お金は

かかっても.それに見合う科学成果をあげれば，

国民は必ず支持してくれる， と思う。ハレー主，I'll'

1983 , 2 , 20
M-3S-3/ rてんま j打上 If(KSC)

探査をはじめとする当研究所の数々の成果は，国

民の誇りであり，喜びであった。

第二は司一般に対する砕蒙柄酎 Jにもっと力を入

れてほしいことだ。よい意味での PR活動がもっ

とあってもいいのではないか。

具体的にやるべきことを思いつくまま書かせて

もらうと， まず r 'j ・宙科学館」の建設がある。新

府の相脱原キャム/パスに博物館を佳て，ベンンノレ

以来のロケソト IjfJ 発の)]戸み. X線天体.太陽.地

球磁気}剖なと r の1iJI. illil 成果.科学 l~d]! の校号11.ι「宙

科学:の解説 などを展示する。記録映聞のf-.H九

パンフレットの配布などもやってもらいたい。

次に一般向けの剖 f'允成県;発表会. ->lJ& 識が{会な

どを年に一度か二 l丸場所を変えて開 fii'する。こ

れは若者に知的刺激を与え，ヰ社;科学者の卵を育

てることにもつながるたずろう。

1批i泣止後に)広ム報体 i制til削|リの可鞍il~1備桁てで-ある。 今f後去丸. 宇，山

j氾活Z首l 却動J川カがず発展すれ{はばま工.， 世界の報道陣が押しかけてく

るよ 7 な事態も予想される。そんなとき NASA の

ような完壁な広報体 flill は無.fillだとしても.一応の

対応はできるよ 7 にしておくべきである。かつて

ケープケネディやヒューストン発の宇宙ニュース

がせ卜界の耳闘をひきつけたように. .flll~ 即、発のヒ

ソグニュースが地球をかけめぐる日の米ることを

待ち望んでいる。(しみず・ょういち，

学術審議会委員，

毎日新聞社科学部長・論説委員)

1983.4.5
相模原キャンパス新館工事着工被露

祝ifZ 鋭部披露

-10 ー



ISASニュース 100号を祝して

渋谷裕弘

ISAS ニュースは Iii凶大変凶i ,', <読ませて tn ，、

ています。 .\i/王制 us -t!1H走のもとで~:; 1 ぢが発刊

された牛;ニュースが 100 りを迎えられるとおIl rl ~ L ,

H与の iAしれの jill さを感じるとともにこの/ill の 'j': 'd:i手1

''{:Pi t 究所のご発肢をお悦い申し土げます。

おおすみの打}げ.数 q の科学術与!の成 J}j， そ

して，、レー士 p， l 採伐とこれまでに寸 :Hi 科学研究所

が挙げ句れた成 *1 主我凶の先進|土|としての評価に

大きく只献してきました。 I ，;J 時に毛 Lども ~l~ 業界の

先進技術 I育成にも 11 研究所の*たされた役割 lは大

変に大きなものがあったと感謝しておリます。

宇宙科 ''--I 研究所がこれまで大きな事欣もなく多

くのミ//'ヨ/成功を収められた裂凶は多々ある

と店、いますが，その中でも [£Iilli 技術を i長光し常に

納得の h< 技術開発を i止めて来られたことは大き

な裂凶の一つであろうと足い、ます。また」ー， γ と~\

学の先生方が|百 lーのベースで論議し.お 7μ 、に協

調されてプログラムをお進めに〈よるという寸ー宙科

学研究所の組織i:1出む裂囚のーっと J えましょう。

これらの優れた忠氾!や体制 l を持ち続けて聞き私ど

もをご指導層fIいたいと巧えております。

さきごろの宇宙 Im~ 政策大綱の見 1(' しの 'I' でM

糸口ケ y トの大引化の方向が打ち出されました。

今後は )1 ，金 II! を初めとする惑民傑 ft にこれまで

の 3 1世に j互いベイロードを持ち込むことが可能と

な札欧米の科ザ:.fjとの交流，ベイロードの共同

Il fJ~，主Jl. illilf 配車 Ii などの国際協力が一段と進み守・面

科学研究所の司そして日本の国際的評価が更に高

まることが期待されます。またペイロード能力の

向上にともない司よリ!ムい分野で新しい技術の開

発が必裂になると忠われます。今後の国際協力プ

ロジェクトに於て一層のリーダーン y プを発 f草さ

れて L、くためには.このような広い分野の技術が

国内に li'(g 立していなければならず n研究所が来

たされる役割はますます ill 畏!なものになると思わ

れます。

ンステムの大型化.伎術の高度化を fl· う宇'山科

学研究所の新たなる飛仰を縦信し司私ども産業界

と欽しましてはこれまで 1i .'W した技術を前かすと

共により広い分野でより高度な技術 Iを育成し.ご

協力申し上げる決意をいたしております。

宇宙科学分針で市に ill 界をリードして米られた

-n 研究所のご努力に深い敬意を表するとともに.

今後の益々のご発反を心よりお礼り中し上げます。

(L，;;や・やすひろ.

H 産自動車株式会社';~'務取締役.

宇宙航空事業部長)

1983.4.25
M-3B モ-'1真空燃焼実験 (NTC)

1983.8.29
5-520-6 打上げ

MINIX. 回収ともに成功

11

1983.9.25
有翼飛矧体の模型飛行実験



rVSOPJ とイソ、ソプ

先 A. [SAS の rVSOp J 計画を紛介したノぐンフ

レ y トをいただいた。その時，これまで長年，寸t

街やJ也球をテ-"7にした TV の科ザ:番組1 を打 l 当し

てきた而Jf~(と -Mだったが，二人して思わず円に

tB した言葉は r[SAS (， NASAなみの索時らしい

，、ンフレットを{十るようになったねJ だった。

「、、や. itlj!l:の NASAが作るものよりは. しゃ

れているかもしれないよ J rたしかにねJ rl昨年.

国際会淡の即 I.で 14新版を μたけど円本必版(，11

ったんだ「ね」

私達は [0 年以上も以前. NASA の~3 .1 1~. 深夜の成

果をIt大成し.太陽系惑.I 1~. の索 lUiを紛介するシリ

ズを NASA で取材した当時を思いだしていた。

JP しやエームズ ifz. どの NASA の機 1M) へ行っても.

打 l 当した ~Jt 引 Ilhi を素附らしいカラー:与兵やイラ

ストでかざった J、ンフレ y トと，プレス朋の JU4h

時には灼い 16 ミリフィルムまでいただけたもので

ある。

広告 HII ，当'白が半円以 J. (，時!日 l をさき.我々の取

材のT-配.必袋一な資料 1長めに jll!正 I. を与えてくれる

内では.今日でも NASA が断然思 IJ 絡だが.プロジ

ェ 7 トを初介する資料は.かつての NASA の西己付

したものに比べ [SA S の資料も随分良いものが作

られる線になったと言うのが尖感だった。

これは勿論外観だけでなくパンフレ y トの内容

についても言える。科学のそれほど詳しい知識の

無い人にも.ある flU 主政解して欲しいと言う資料

高柳雄一

総供すすの立欲が!さじられる解説記-t; (，多くなって

きている。多忙な研究街にとっては大会な業務だ

と思うけれど.我々にとってはイ 'I リ鰍い倒 II 時世に

なったものだと思う。

おh いにとって美味しい御馳走も慣れない谷総

で出されると楽しめないものである。

円の長い紙状の符総でツノレに御馳走になった瓜

がお返しにギ III[ で御馳走をだして.自分の l味わっ

た無念をはらすイソンプの話を思い出す。正体に

はどちらが先に初待したかはっきりと党えていな

、、が.御耳並走を出すには. .f Wf にあわせた味と谷

終に入れて H~ すことが基本である。提供者が御馳

kだと相|手に認めさせたければなおさらであろう。

宇宙科学には，一般の人にもよ知の世界に i白る

ロマンを感じさせる L のがある。プロジェクトが

~I 大であればあるはど.そこに科学者が魅力を 11 主

じることも何となく分かるような気がする。それ

だけに. PR のやりがいもある刊:界てωあろう。一

般の人々にも料ヴヰ片の作リ1-1\す 1卸馳定の一端を味

わえる機会を. [SAS が今後もますますさらに広

げて行かれることを mil寺した L 、。

(たかゃなさ・ゅういち.

NIIK政送総局チー7 ・ 7 ロデューサー)

1983.10
M-3S" のノースフェアリング開頭試験

1983.11.25
森大吉邸所長逝去

1984.1.17
M-3SII 型のテスト機

ST-735-1 打上げ (KSC)

。
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喜びと大きな期待

館盛静光

ISASニュース 100号発行を心からお十It ，、Ell し i

げます。

私たち制限原市民は. ISAS ニューえを通じて.

~ I 大なキ商科学の研'允に情熱を傾けておられる s指

先生やこれを支える職只の背様の御ili~?J. の機-fを

日のあたりにできますことをうれしく思っており

ます。また.本年は 'j ・ Hi料プ・研究所が東京から

本n校/Jj(IIjへの全 J(dft~ ムが終わり， -1' lb が誇る研究

地設として大きく!Y ll 午するとと L に作ぴに堪えま

せん。

相f見出.( r! jは.昭和 62 年 8 }-l.50Ti都市の仲間人

リを L. ro1(- 人ひとりがまちづくリへ参加し

心のふれあう明るいまちを口桁して努力しており

ます。

さて司こうした ιI' で.ヰー Hi 科"f: 研究所の符憾の

御斡岐をいただき， 1出I j生地設の!升イ l する 2 市 3 田I

(秋 111 県能代r! i. む子県三|培田 r. 長'J! H日臼同国 r.

鹿児仏県内之浦町唱仲宗川県相似 If，( /打)でそれぞ

れ独立共和|王|を佳作|し「銀河述内;」を立三 L. 人

と人との交わり.文化経済の交流をi1tめておリま

す。 cj-: 'd iサミントをはじめ司宇宙を知 l る y ンポジ

ウム.こども大伎の交流など大きな成-wーを挙げつ

つあります。また 'j ・ rli 科'~'l ・研究所の止 :1 ')， 1 u とい

うべき J Ri~ :1'J!1"jll 駅周辺 l荘W!iJiは.銀河への;J;';を ~IYi

いて.魅力ある銀 iuJ のまちづくりに取り組み.凶

万に illi じる lli 並に JI~. 6iにちなんだ名称をつけるな

ど.こぞって約桜町 Jな取り組みを始めました。

1984.I 所長小田稔

1984.2.14
M-3S-4/ rおおぞ勺 J打上 If(KSC)

2幻li世H

の広がりをみせてあお， 1り)ます。研究所が時 JYJ を得て

行う施設の一般公|品 lは，一層関心を高めることと

なり.税と干の語らいの場となり.ロ"7~〆を大き

く膨らませる機会となっております。今後とも、

研究所の i~li ;l; 、い御用解で.こうした議 ~Ili· らしい企

画i を私たちにお与えくださるようお聞いいたしま

す。

光の秒.iiliは.約 30 )j km と/I n ，、て続きました。無

知の JrLには.宇宙の訴は.~くことばかりです。

字山科'学研究所の 11 ち上げたロケ y トが.和 I光

年 L 紙て到着したという光をキャ y チしたなどと

いうことは想像することもできないことでありま

す。三|梅田 Iの美しい湖岸から 11~ ばされた気球が.

一予定した雫r， il を総て 40km にも l止ぷ I刊さに卜がり観

測lデータを送ってくるという一一そうした J，L健デ

-1 が科学と人間の生きる係わリを IVI 句かにして

くれるにちがいありません。

夜、の責任をもっ 50); 市民皆さまが明まれる行政

U に比えることのみにとらわれることなく.

見えないところにこそ行き開いたったj-fが望まれ.

その訂作を焔 16 することしきりであります。

(たてもり・せいこう.

科If見!阜r! i 1")

1984 , 3
相模原キャンパスに

飛朔体環境試験棟完成

一 13-



“ISASニュース" 100号記念に寄せて

長洲秀夫

紙のi凶{二 1桁 h!." [SAS ニユースも 100号記念と

の4}.おめでとうございます。また， Ht代の編集

の万々の御苦労にも敬怠を表したいと思います。

ISAS ニュ スは紋Mから併比していますが，

この極のニュース刊行物としては大変ユニークな

編集をされていると，いつも感心して村一見してお

ります。

店、の以前川リました耐1 究所でも. j也の研究所と

同じく，ニュースを発行していますが.大f~が.

..!".<.iE 絡に"0;突を ということが主旨で，き

まじめで.どちらかとぶうと師自味が欠けている

様に思って必リました。 ISAS ニュースには， 正

備な報道"は勿論のこと. .....-{:術知識 11[' j止のための

.解説"と司II!に随:tt tの憾な..1t~しい読物.， i, jI,J

載されておリ.この//がまことに独特のすばらし

い制集で，大学の先生 )Jはフレキシプルで自由柑 l

i童な精神をお持ちなんだ. と大いに!創 III している

次第です。似の居た研究所でも.もっと而白くし

ようと試みた・ I'> もあリましたが. fijI ノマうまいライ

ターが発 lin: きれず.長続きしませんでした。今後

もますます凶 l じl くてためになる 1 SAS ニュースを

件見できることを楽しみにしております。

宇宙科学研究所は M;... リーズロケットをひっさ

げ，アメリカをして "Small isBeautiful と云

わせる様な.小太刀の冴えてオ世界に冠たる仕事を

なさって来ました。 Halley Armada での tli ill など

正に胸躍るものでした。人!日!の字'山活動のかなり

の部分は今後も ニj': 出。って何だ とし寸探求.研

究に向けられると思いますが，次第に研'先が i韮む

とやがて・ 'Small isnotalways beautiful" とい

う時も出て米るでしょう。そしていつかは凶 Large

isalsobeautiful と外|五|をして歎ぜしめる仰の

活践を.ヰニ :Hi 科学研究所がなされることを心から

WJ 待しております。

(;なながす.ひてで4お.

tω;>;1 皐「

l片的ji拘ij油和航L2受Eι千iド:'，街拘技 H紳術;可I研究F所斤長)

1984.4 1984.4

磁気シールドルーム完成まぢか(相模原) 新スペースチェンパー完成(相模原)

1984.5
臼困の深宇宙アンテナ外観完成

-14-



“壮年老い易く"

時のたつのは迷いものでI SAS ニュ スはもう

100号だという。宇宙科ザ・研究所の独立の為に汗水

を viししたのはつい n1， R のことのような気がしてい

るのに。私のような老1' 1 は r少年老い易〈学成り

難し』と廿覚えた教司 II を噛みしめさせられる。あ

の時.米大の宇宙航宅研究所を中心とする人 j主の

努力で軌道に乗ってきた.我国の宇宙科学1.~礎研

究を今後どう発展させるべきか"と L寸文部大臣

諮問を如何に対応するのがよいかの緊急相談があ

った。ヨーロッパでの γ:会から急いで帰国した私

は.その日のうちにこの問題の処理均針の大筋が

まとまって. 夕方アルゼンチンでの商担医科 γー会議

に出発したのであった。まさに i上年者ーのスタミナ

であったと思う。しかし宇宙科学研究所が実際に

出発する迄にはそれから~に数年を喜 t- した。

1935年 triは物思学教室の学生セミナ て\きま

って北観光の分光ザ :(I(J 研究を紹介する青年であっ

た. 1942年には若い教師として，地球の 地磁気

空州(まだ地球磁気|笥という言葉はなかった)や

オーロラの物埋学の講義を始めていた。そして，

ベンンノレ.ベービーの I~ij ロケ/ I から始まリ，且

川から内之浦への cj':'di 程Jl. iWI)i~J也の移り変リにも糸

川光都について担った私の胸の底にはオ ロラ岐

象総合研究への少が mえることはなかった。

しかし. n?j制l基地でのオ ロラ観測も S-310'1'1

ロケ y トとの総合観測をくり返して.私の氷年の

~'・を実現する i益を聞いてくれた。程Jl. iWI 衛星受信施

永田武

~も TJ ぞってきた現イ i の昭和基地は南極地域唯一の

宇宙科学)，1;地に迄成長している。

本拠内之浦から打ち上げられた観測衛星がそれ

ぞれの分野で大きな学問的寄与をしてきた事実は

言うまでもない。 rすいせい j ， r ぎんが」に続い

ていま「あけぼの」が大きな成'*をあげようとし

ている。私の~(の第-~.~は近いうちに「あけぼの J

のもたらす成果が|分に満たしてくれるであろう。

いまの私自身は r亡きプラッケット H仰の.If:後の

姿にちょっと似ているナ』と脊笑しながら司大き

さ nm の桁の太陽系 If，(始物質をいじりまわして，的;

始太陽系内の大きさ AU の桁の物理現象の~を追

っている。ブラ y ケ y トはその Ij 的を達しないま

ま逝 1、されてしまったが，宇宙研で回態ヰ宙物 Ill!

?ーの活発な研究グループが祈動を開始したからに

は，私の存命中にその方の夢も満たされる噌みが

あると言うものである。 r壮年たちまちに.If:い.

ザ:成り燥し』ではあるが.後端というのは有難い

ものである。

(なカ fた・た It L..

ヰ"i 'i: i f'トザ研究所席議以会議品 II 議長.

前 I] i!ぷ鰍 J也研究所長)

1984 , 7
構造機能試験棟完成

1984.7-8
MS-T5 総合試験(相模原)

1984 , 7
M型発射装置ランチャ

オベレーション (KSC)

F
「
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ゆとりのある計画を

野村民也

Mロケ y トに関わる大きさの伽l約が取リ払われ

ることになった。多年に亙る懸案事項が，このよ

うな自然な形に結着したことは，先ずは慶21すべ

きことである。それは何よりも.陰に協に尽力さ

れた内外の多くの方々のお陰であり，また.時貨

をえた ~H函の着実な実施によって，国際的にも高

い評価をえている多大な研究成果があったことの

賜物と云えるであろう。

M-V~'!の計画がスタ トすれば宇宙科学研究に

新たな展望が拓かれると噌Jtl H寺を大にしている宇

宙研の諸君の姿が，自に浮かぶようである。儲か

にこれまでに出された科学衛星隣想の幾つかは.

もう一回り打上げ能力が大きければとの思いを抱

かせるものであったから，それらの笑税の可能性

が見えてきたことに助気づけられるのは当然であ

ろう。しかし司物事が現実性を錆びてきた今日こ

そ.字'山・ E庁は自らの笑力の程を推し1£りながら.

寸!:聞の趨勢に基づいて. Iii，りした無埋のない将来

計画を樹て l白ーすべきであろう。外から見ていても，

宇宙研は"大変良くやっている"と思うが， 多少

とも内恰'を知っている身には.反首 j -あんなに全

力疾走を続けて栄して保つだろうか"と云う危恨

もある。自らの笑力の位を推し量ると云うことの

中には.こうした点も含まれる。

宇宙研ニュースが 100 号になると云う。それは，

新しい宇'由.研が発足して 8 年余りが過宮たと云う

ことで，誠に月日の経つのは早いものである。字

宙研ニュースは良くできていると zょうのが大万の評

判であるが.それが読ませるのは.編集者の遊び

心によるものであろう。 M-V 型の尖現によって聞

かれる宇宙科学研究の新時代には.計凶 iは大形化

L. 難しい技術も倍々 必要になるであろうが.宇

宙研の読者が，是非ゆとりを持って楽しみながら.

それらに取リ組めるようであって欲しいと a思う。

(のむら・たみや司

ヰ宙科学研究所評議 ft.

芝浦 J:業大 '~'t 教J1 )

〔冗宇 'Iii

1984.7.31
M-3 日モータ第 2園地燃 (NTC)

1984.8
相模原キャンパス一般公開

1984.10.31
臼田宇宙空間観測所開所式
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生まれそこなった宇宙科学研究所

早川幸男

手術・航空研究所が♀ Eilf'同研究所に衣倖えした

時.すっきりして働きやすい研究所になったとか，

表紙は変ったが中味は変り映えしないとか.線々

の印象批評があった。その中て'丈11) なしによくな

ったという戸が向かったのは I SAS ニュースであ

った。 ';':'1同'コミュニティ外にも多くのファンを持

つISAS ニュ スが 100号を迎え.そのI永井l を祝う

と )1，に.編集J~の }j/1 の背労とセンスに loi]学の-I'i

として訓立を表した L 、。

この機会に，今 H いう 'Y'I山科"I・ PI!究所の名村ーが

その昔に生れようとして流産したことを i析しい }j

々に紹介しておこう。

宇宙科学研究所(仮称)と L寸表題は， 1962年

5H29n 付の "t 柿I会議の勧告に似われている。そ

れに先立って 'j-:j 山・s'£ 11¥1pi! 究特別委只会は宇宙空

間i科学研究所(似称)の設立を提案し.それを'受

けて文部省は 1£1 立大，，-'{'・ 6庁'先所協議会に宇宙科字小

委 u会を放置し.宇 'di 料， 'tt 伝wの具体策を練り始

めた。 1961 年 11 H11 日に聞かれたか\ 1I自ノト委員会

に.宇宙科'~f:.ロケ y ト!Jf.1発.計 illilの 3 liJ\25講座

をもっ研究所創設請さが高木委員から徒出さ tしこ

れに ~'J して水 ITI~只から昔の理!日fのよ 7 な大学と

のj)f任を大幅に取り入れる方式はどうかとのコメ

ントがあった。その後 13凶の会談を経て. 1962年

10 月 27 1:1(，1 では地委員長の名で第 l 次報告がまと

められた。これは科学 ~II. 技術部.観illiJ il11から成

る乙;':Ui科'~'i 研究所の創設を従案するものであった。

その後検討を重ねて研究所の#H止を当面白書IWI

に紛小 L. その設;uを東京大学に依頼した。 1963

年 2 月にこの件について東大学長との話し合いが

行われ.航空研究所と合体するさ荘が浮 1-. L. 結局

宇宙航空研究所として発足することになった。こ

の結末は.ヰ:街科"f:研究所設立のために尽力して

きた人にふ航空研究所只にも大きな衝撃であっ

た。店、は小委只会の委員として宇'rii理·'tの plf究者

の説得をやらされた。その時一帯強硬に反対した

のが平尾!'I，雄先生であった。何とかがまんしても

らって. .f!t!.:tBと現実の谷 /111に尚かの接 1.\ を見 HI し

て実現に 1Fl ぎつけた次第である。

、Ii尾先生は宇'Ii i航空研究所の'\'にあっても熱心

に初志を f泣き J韮に宇市科学研究所の設立を実現

させた。その勢いでIS AS ニュ スの編集を行い.

多くの人々から親しまれるニュースをつくリ上げ

たといってよかろう。 100 りー記念に際して.平尾先

生の科学に対するひたむきな姿の一端を制介 L.

ISAS ニュースの読者に初代編集長の功績を記憶

して瓜きたいと，思う。

(はやかわ・ゆきお.

宇宙科'~l・研究所評議只.

名前阪大学長)

1985.1.8
M-3SII-I/r さきがけ J打上げ

1985.5-6
M-3S11-2 総合オベレーンヨン (KSC)

ヮ
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我が国の宇宙開発体制についての雑感

古村晴光

まず. rlSAS ニュース」が氷年にわたり宇宙科

学研究所と}貯外を結ぶコミュニケーシヨ3ンの場と

して活用さ i l. この度 100号記念号を l'H される是正び

となったことに対 L. 心から祝意をよーします。

ιトHi科'γー研究所には.今年の i生休の谷 In!に聞か

れた移転披伐に拙かれ.立派な研究所として総if主

されつつある '!:i: を村凡できました。我が国の宇街

|持l発体制lについては，ロケ y ト l剖発の康史的経緯

もあり. ''J< 'ilj開発委員会の一元的調繁のもとに，

科学術片!とその打".げ用ロケ y トの開発をこi・凶千ょ|

学研究所が分til L. 実利用衛星とその11 1- げ周ロ

ケ y トのBH~を宇術開発4l~~団が分lU.するという

体制をとっています。このような体制は.すべて

を-)じ的に実施している外|刈の日から見ても解リ

にくいらししずっと前の円 'ESA行政官会議で

理由を間わiしその際.我がい|のヰ・宙開発の雌史

的経総によるもので.無理に一体化する 1jが必ず

しも効率が上るとは限らない旨. [HI?干した記憶が

あります。外国の料ι"t1街.!J!j hlhjが政策的にハワフ

ルな他の7 ログラムの店主特を受けて，安定的な遂

行ができないでいるのを見ると，全く与え )jの巣

る科学:分野と実利 III分野を分けて推進してきたこ

とは，好んで選んだというよりも給料」ーそうなら

ざるを f~tなかった L のですが，それなリに lt_t 明な

選択て'あ I) .このことは宇宙科学研究所が'j': I出千十

苧の分野で III 界的に凡て着実に成!ORを挙げてこら

れたことで.征I~I されていると考えております。

1985.8.19
M-3SII-2/' すいせい J打上げ (KSC)

この一年 nil. 科'~l ・ J主 1~;i Ii研究開先局長として，

宇Hi I出発会以会の.~~務局を fil ってきましたが 'j

'iiilifl~委只会と宇術開発実施省庁の関係-I'.の述燃

は極めて 242 品ーであり.一般行政分野ではよく桁摘

される縦押 I' )行政の弊当もなく.縦 ~!fll りの行政体

制l と総合謝繋が非常にうまく機能している校範的

分野との白負を持っていました。ところが . 1、る

6 )-Jに r "j':' ，封 JM 也協力協定」の|主 l会本認を町 I くた

めの'併議の中で. ..I~: 本の宇'Ii il 制発は司少ない子 n

を為省庁が，<ラパラに f止っているのではないか

との質問を 3 人もの国会議 Hの方々から受け.大

変篤いた次第です。 1・宙開発関係 tの大部分は，

今の f.j.:市 II で 7 まくいっていると与え.疑問を持っ

ていませんが，外から見た場合，今の Il}1 発休 i1 ~1 は

やはり不自然、なものとして映っていることを思い

知らされたわけです。

紅白身，現行宇 Hi 開発体制を維持することが大

切だと A与えていますが， ニのためには.ヰ ':'lii 開発

委l-l会を 'I' 心とした現行体制 lがいかにうまく機能

しているかを外部の人に知って以〈努力を，Iiねる

とともに 1・宙開発の実施機関がなお一層，宇宙

開発t'l-l会との述隙を深めていくことが不可欠で

あり，この，山について.宇'山科学側究所の従~::ど

おりの御協力をお府 l~ 、する次第であります。

(よしむら・はるみつ.

科学校術庁科学得議1'1')

1986.3
r さきがけ J 'すいせい』ハレー聖書星に最接近
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ISASNEWS100号記念によせて

桝谷利男

ISASNEWS が 100 号を迎えられたキは. :fL~ も

宇宙!日 l係れにとりまして大変よろこばしいす Eで.

心よリ おめでとうございます と申し|げる次

第であリます。

かえりみますと H百平 1130 年.ペンンルロケ y トに

よる水 'IサJ出試験で/fr;まった宇'由子 f'γ に限 lする ~Jf

究は .if を追うごとに発展を続けられ，最近では

科ザ砕 i 1，\を利用した数多くの!反米を挙げられ. i吐

界の丹十!の自 ~J になっておられます。千円 iJみそにな

りますが.弊三主主.1 U~ :t!;株式会社も色々 と高度の

技術開発の機会を与えていただき.本当に Igi; 射巾

し|げております。特に神戸 i立船所を小心にロケ

アト・千ャ/パの裂作においては起 i向張力 S闘を作

って III王:，，:化を達成し.l1iにランチャを jll 当し池上

ンステムをえ一彼させていただいております。長山(， f

造船所においては.ff' γ llI. iilll ロケット姿勢制御装

置 (CNJ) を. さらに，、レー主主 l{ 鋭iill! を契機に探

1i:機 miLiH 却装置 (RCS) を開発し.御研究の支援

をさせていただいております。

1990 年代のわが問下街開発の JJi I'JHlt をする司

「宇宙開発政策大綱」が i砧 j!I発表され. Mu ロケ y

卜の大 1111 化が決定され.利'~;: l!iibJ.の大型化により

l1iに採 'j:Ui探併が可能となりましょう。また.無

人無屯 )J実験室として|羽発が進められている rS

FU J 計 \'''1 も意欲的な ''-'I・問の新制域を聞くものと

J~lj.f されております。 h立近地球が布阪の星である

事が諭せ。らiL. l1iに地球規模て'のC021問題. フロ

ン問題等21iU紀に ["llt てもっと地球そのものをわ

れわれ人質iが知る 'I:; tJ九重要となってきました。

乍出ーからのわれわれの住む地球の研究の重要性が

鋒々大切となってくると予怨されます。この時代

の契約に.宇宙科苧研究所が中心となって活動さ

れますよう御lUH寺中し上げますと共に，弊社に対

しましでも今後共変わらぬ御折将.御鞭縫をお原!!i

い巾し上げて御似の御技妙と放します。

(ますたに・としお，

三主主重工業(附航空機・特.tIl'I';業本吉1\技師長)

f

/

1986.3
ハレ一般隊の，舌躍

1986.6
有翼飛掬体滑空実験 (NTC)

1986.7
大気球 KSC 力、り中国へ
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Super-Mu への期待

村野賢哉

-わたしはそのときそニにいた・

わたしが科学技術に関わる4;:件.4L象を客観的

に観察し，解釈し，理解し.そして報道するとい

う仕#に従ってから早くもまる 45年が経過した。

昭和21年に NHK に入って技術者.科'干番組の

プロテdユーサー.ニュースコメンテーターなどを

総て， II{HU46年 l 月からは糸川英夫所長の下で組

織工学研究所前IJ所長を l 年半ほど勤めた。いまは

独立してケン・リサーチなる1シンクタンクを続

営しているが，かたわら 7 リ の科字評論家とし

てジャーナリズムの仕ギもしている。

この間， [玉|の内外で起った主要な科学技術上の

出来*は殆んどワォローしてきた。

しかも.何らかの形でその現場にいて，事態を

白墜しており‘時には白らかなり重要な役割を架

してきたものも多い。

-宇宙開発審議会の第 4 号答申のこと・

なかでも昭和140年ごろに始まった「字'山i1JrJ発の体

制IJ についての大キャンペー/の前に， 自ら大予

を聞いて立ちふさがった思い出は，いまも胸があ

っくなる思いだ。

このキャノベーンの結末は.今日のわが匡lの宇

宙開発休i1111 を定めた昭和43年 3 )-Jに内 I別総理大臣

に提出された宇'tii [制発事議会の第 4 'り符巾になっ

たのである。

わたしはこの答申請4を苫いた起草委員の一人で

あったが.衿;申案が決められるまでの作業は大変

であった。

わたしは答申 Ill(楽に将来を見通して故後まで書

き改めるよう芯比を峨〈述べた。なかでも強〈修

正を求めたものに.次の 3 つのポイントがあった。

その第 l は、宇山[Jf.J 発事業Ffjの設iI とともに京

大の内之浦実験場は II] ちに半業団に移管する。

第 2 は.米大のロケット問J )Cは M-4 S までで終

りとし.以後の開発は '!1 ;'t f，Rに引きつぐ。

第 3 は.東大は必礎とその )IL'、別研究に重点を i泣

き，笑別化や人工衛l戸のオl 卜げなどの業務は事業

凶に委ねるといったものであった。

この結*.答申の内容と現状の14':lill を判i 持し司

~[続き自由な研究ができるようにしたことによっ

て.今 H のょっにすばらしいす:術科学の成果を上

げる宇'由iMfが存イ「できたのだと且i、っている。ただ

今 H まで非'市に責任を!感じてきたのは， M 目[1I!!iは

継続できたものの.それ以上大きいものの|制発は

しないという枠をはめられてしまったことである。

それがようやしこのほど字山開発 v:以会で新

たなM-v/r;'~計画が認められるん "，j になったことは

似しし関係者の皆さんに感謝をしたいのである。

宇宙研の h 々が， この係な!!，J，j係名ーの則待と支持を

生かして.今後とも大きく発脱して行かれること

を開Iiっている。(むらの・けんや，

疋NHK解説 v:只.

株式会社ケン・リサ チ社長)

1986 , 8
ベネトレータ発射実験 (NTC)

1986.9 , 30
宇宙空間観測 30年記念式典

1986 , 10
伸展ノスル伸展試験(相模原)

同陶副司'‘量百

手通関自民 E会
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ISASニュースあれこれ

四年H1Jl SAS ニュースの制集委H長を勤めさせ

ていただL、た私にとっては 100号といつのは大変待

ち遠しいものでした。 100 と言う数字はやはりかな

りの軍みの作るもののようです。 K-9M型ロケ y

トは私たち地球物理学的観測l をしていたものにと

って大変使いやすいロケソトであったこともあり.

是非 100号機まではと思っていたのですが.色々な

l京凶から tl Aijにありながらどうも駄目なようです。

ISAS ニュースも宇宙科学研究所と共に発足した

のですが.初jめのうちはカストリ雑誌的運命を辿

るのではないかと危tn されていた r"l きもあったよ

うです。しかしここに無事100号を迎えることにな

ったのですから些かの感慨無きにしも Jドずと言う

ところなのです。

7JJ5H(I~J川委以から 100号になにか書けという

'<11訴がありました，そtL L4-5 日でというがな

のです。途端ーに思い IB しました。和I号だったか忘

れましたが.京大のきる先生に子持制をお願L 、して

いたのですが-li'lIこ眼的を戴けません。お屯話を

した所有II合で iECけませんと言うご返事です。印刷

所に il立す ml11hlは後一円か二日です。とうとう委 11

長のI'W: '·.:fl，がその火を州めることになったので

す。しかしこの憾な事は何回かはありましたが制

集委只ぷ氏の努力によってなんとか切り抜けてき

ました。!，f f]ニューえを出す. しかも充実したニ

ュースを出すために研究者が主力になって制柴す

る引を日指しているので忙しい委w諸氏にとって

平尾邦雄

は大変なギではありますが，これも共同利用機関

のメンバーとして欽し万のないことでありましょ

I•

幸い ISAS ニユースは読んでおられる方々から

は大変良い評判を rn·、ているようです。また最近

は記事も広範にわたるようになってきました。ど

うか町f':先所に関係しておられる皆さんの協力によ

ってもっと l師白いニュースにしてfJ'i きたいと思っ

ております。近I'l'j忙しいせいでもあるのでしょう

が.宇宙研の中でもまた外ともコミュニケーショ

ンが少なくなっていると言うことを耳にします。

日本の間償としてお茶の時間を持つということは

難しいかも知れませんが.専門が分れれば分れる

ほど 'j ・ Hi研究のような起学際的な分野に於L、ては

コミュニケ ションが必裟なのではないでしょう

か。 ISAS ニュースの記半を話題にしたり.また

償極的に投航したりして話の場を広げるなどはい

かカずでしょう。

在、もニユースが米るとほとんど一気に読んでし

まうほど楽しんでいます。ということで編集委員

会からのご依頼に対して，どうやらお応え H-\来た

ようです。今後 L益ノマおもしろいニュースを作っ

て下さい。

(ひらお・くにお，

宇宙科学研究所名誉教授.

』紅海大ザー教授)

(I SAS ニュース初代編集長〕

1986 , II.7
IACG 〆ンパ一、ローマ法王と会う

1987.2.5
M-3SII-3/'~んが』打上げ (KSC)
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ISAS- AModelforResearchCommunity

Inaneraofincreasingscientificcomplexity

andconstrainedresourceavailability,theInstitute

ofSpaceandAstronauticalScience(ISAS)isa

modelfortheworldwideresearchcommunity

ThesteadycoursesteeredbyISASinspacereｭ

search , thecontinuityofscienceitsustains, and

thereliabilityofitsperformancearehighlycomｭ

mendable.Spacescienceresearchtodayisakey

element in advancing technology , and ISAS's

objectivesforadvancingspacesciencethrough

theoreticalaswellasexperimentalresearchfur

therstimulatescientificactivitiesanddiscoveries

lSAS andtheOfficeofSpaceScienceand

Applications (OSSA) at NASA arestrikingly

similarinphilosophyandorganization.Inorder

-toprovideacleararticulationandrealizationof

OSSA'sgoalsand objectives, andtoprovidea

senseofstabilityandcontinuityintheU.S.space

science effort, OSSAhasdevelopedandimpleｭ

mentedastrategicplan.Publishedannually , it

outlinesOurprogramplansthroughtheendof

thiscentury, accordingtofiveProgramThemes

completionoftheongoingprogram , preservation

ofleadershipthroughm匂or andmoderatemisｭ

sions , provisionoffrequentflightsofsmallmisｭ

sions, supportofspacestationutilization , and

assuranceofavigorousresearchbase

In particular, thefrequentflightsofsmaller

missionsisanobjectiveISASandOSSAshare

Dr.LennardA.Fisk

TheISASphilosophyofflyingatleastonemisｭ

sioneachyearorsoresemblestheoriginalconｭ

cept ofOSSA's Explorerprogram.TheSmall

Explorer(SMEX)Programisdesignedtomainｭ

tainasteadyflowofscientificmissionsbyproｭ

vidingfundingforoneortwomissionsperyear

Itsupportsavarietyofmissionsinastrophysics ,

spacephysics, andupperatmospherescienceto

meettheneedforquick turnaround , precursor

sciencemissions, andfocusedstudies

Small Explorers areindependentfree-flying

spacecraftthatarelaunchedonScout-classELYs

InitialmissionswellincludetheSolar , Anomaｭ

lous , and Magnetospheric Particle Explorer

(SAMPEX), theSubmillimeterWaveAstronomy

Satellite(SWAS), andtheFastAuroralSnapshot

Explorer(FAST). Weanticipate thatthefirst

ofthesemissionswillbelaunchedin1992.The

u.S. universitycommunityhasbeenextremely

supportiveofthisprogramasameanstoattract

graduatestudentsintospacesciencecareers

LikeISAS , OSSAalsoheavilyemphasizesthe

researchandanalysisbaseinourprogram.Inthe

FY1990budgetwerequestedanaugmentation

thatwillsubstantiallyenhanceourresearchbase

throughFY1995.Theaugmentationwillsupport

researchandanalysisrelatedactivitiesinspace

physics , lifesciencesandsolarsystemexploraｭ

tion

1987.5.8 1987.5.29
ベネトレ-5'第 2回打込み実験 (NTC) 大窪山受信点完成 (SBC)

1987.7-8
第 2回日中協同大洋横断気球 (KSC)
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Spacesciencemissionsarefastbecomingtoo

complexandtooexpensiveforanysinglenation

tosuppo ローTh e internationalspaceresearchcomｭ

munity 目 moving towardsunprecedentedlevels

of cooperation , allowingcollaborativeaccomｭ

plishment ofscientific objectivesunattainable

byanyonenation.ThejointendeavorsofNASA

andISASontheSolar-A, Astro-D , andGeotail

missionsaregoodexamplesofthestrengthof

combined efforts. International collaboration

perhapswillbeevenmoreimpo 比四 t aswebegin

tostudyonalargescalethecauses 印d effects

ofglobalwarming.NASAandISASshouldconｭ

tinueourjointventures , sothattogetherwecan

usespaceresearchtoimprovelifehereonEarth.

(レナード・フィスク， NASA 宇宙科学応用局長)

TowardMoreFruitfulCooperation

OurSpaceResearchInstituteandtheISAS

contributesimilareffortstotheirnationalspace

programs. Both institutes are responsible for

developingscientific programs offundamental

spacestudies.Bothinstitutes'staffsarerepreｭ

sentedbytop-levelscientistsandresearchelliproｭ

minentinthestudiesofthesolarsystem , solarｭ

terrestrial physics ，叩 d astrophysics.Thus , we

haveallprerequisitesformorefruitfulcooperaｭ

tion which , however, atpresentimpliesonly

coordination ofournational space programs.

TheHalleyCometprojectisoneoftheexamples

of successful coordination ofourplans. Our

institutehavealreadysignedtheagreementon

AlbertGaleev

thecoordination ofthestudyinhigh-energy

astrophysicsandontheexchangebyspecialists

inthisfieldofscience.Besides, theinteragency

consultativegroup(consistingofrepresentatives

of 廿le spaceagenciesofEurope , Japan, theUSA

叩d theUSSR)coordinatesplansofthestudies

insolar-terrestrial physics. Accordingtothese

plansinthe 1990 ・ s ourcountrieswilllaunch

severalearthartificialsatellitesforglobalstudies

oftheearthmagnetosphe 問In曲目 international

activity becomescrucial forprogressininterｭ

nationalstudies. We wish ISASsuccessinits

spaceprogramsandlookforwardtoclosercoｭ

operal1on

(アルベノレト・ガリェーエフ，ソ述宇宙科学研'究所所長)

1987.10 1988.1
有翼飛朔体第 2回滑空飛行実験 (NTel 所長。西村純

1988.2.10
相模原キャンパスへの移転作業開始
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CoordinationofSolarSystemProjectsintheIACG

RudegerReinhard

Forboth ISAS and ESA , the missions to

Halley's Comet were the first interplanetary

venture.Usingtheirown launchers, ISASsent

the SuiseiandSakigakeand ESAtheGiotto
spacecrafttoHalley.Togetherwi 出 lntercosm 田.

twoVega spacecraft 阻d NASA'sInternational

Cometary Explorer (ICE), these spacecraft

formedthe international ‘ Halley Armada'that

successfully encountered Halley's Comet in
March1986

Realisingthatthe mi 由Ions we 問 complemen­

taryintheirinstrumentationandt1ybydistances,
the four agenciesin 1981 formed the Interｭ

Agency Consultative GroupforSpaceScience

(IACG).TheobjectivesoftheIACGaretomaxlｭ

mise opportunities for multilateral scientific

coordination among approved space science

missionsinareasofmutualinterest.TheIACG
isamulti-agencyinternationalforuminwhich

spacescienceactivitiesarediscussedonaninｭ

formal basisamongrepresentativesofmember
agencIes

Having completed the coordination ofthe

Halley mi 田ions in 1986, the IACG in 1987

startedtocoordinatealargenumberofmissions

insolar-terrestrialscience.Withinatimespanof

seven years , the fouragencieswilllaunch31

spacecraft to makecoordinatedmeasurements

thatwillleadtoabetterunderstandingofthe

Sun ，出 e Earth'splasmaenvironmentandsolarｭ

terrestrial relationships.Neverbeforehassuch

alargenumberofspacecraftbeenavailablefor

thestudyofsolar-terrestrialphenomenaandit

maywellnothappenagainforanothercentury

198 自 7. I
KM 苧 M-I地上燃焼試験 (NTC)

ISASisparticipatingwiththreespacecraft , Exosｭ
D, Solar-A and Geotail , and complementary

data may also be provided by Sakigakeand

Suiseiduringgeotailpasses.Inthecoordination

ofmissionsinsolar-terrestrialscience , themain
benefitscomefrom

-optimisingthespacecraftorbitsandexperiｭ
mentoperationtimes

-makingthesciencedatafromasmanyinstru

mentsas possibleavailable toparticipating

institutes in thecountriesofthe member
agencies

-actively furthering the discussion among

scientistsfromallcountriesofthemember

agencies through the org 印刷 tion ofworkｭ

shopsandsymposia

SinceitsformationtheIACGhasmetannualｭ

ly withthemeetingplacerotatingwithinthe

fourspaceagencies.In1983andagainin1987,
ISASwasthehostingagency.Inbothyearsthe

IACGwentthroughcritical transitionperiods

1983 marked the transition from aphasein

which mainly ideas forcooperationweredisｭ

cussed to the much mo 問 diffic 叫 t phaseof

actuallyimplementing them , and1987marked

thebeginningoftheIACG'ssecondproject.The

excellent organisation byandkindhospitality

ofourJapanesehostsonbothoftheseoccasions

helpedtocreatearelaxedatmospherethatwas

instrumental insolvingthe problems. Allthe

membersoftheIACG are , Iamsure , already

lookingforwardto 出e汀 next meetinginJapan
in1991

()レーテガー ラインハルト. lAceιIq:ii In) 長)

1988.11.1
NASAの7 レ yチャー長官来所
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ESA-ISASCOOPERATIONINASTRONOMY
- PRESENTSTATUSANDFUTUREPROSPECTS 一一一

S.Vo]onte and G.Cava]]o

Theimportanceofinternationalcooperation

andthebenefitsderivedfromithavelongbeen

recogr> ised in particularin the areaofspace

science.Itisnotthereforesurprisingthatre 思liar

consultationsbetweenJapanandESAinvolving

ISAS and ESA's Space Science Directorate

startedaboutfifteenyearsago , whentherewere

noimmediateperspectivesofconcretecollaboraｭ

!Ionsasyet

InformalcooperationbetweenISASandthe

ESASpaceScienceProgrammebegantob山ld

upsometenyearsagoontheoccasionofthe

operational phase of the successful Hakucho

spacecraft, thefirstJapaneseX-raymission.Fol

lowingthis , closercooperationdevelopedduring

theperiodofoverlapoftheoperationalphases

oftheTenmaandEXOSAT Missions 出 rough

jointobservationscarriedoutbythetwoobservｭ

atory teams.Thisledtointerestingdiscoveries

whichdemonstratedthewealthofinformation

thatcanbeobtainedfromcoordinatedobserva

tionswithresultantfollow-uponthetwosides

With the launch of the Ginga Mission in

1987cooperationassumedamoreformalstatus

through theestablishmentofaGingaVisiting

Investigator Programme forEuropeanastronoｭ
me 目 ESA ， actingonbehalfofISAS ,issuedtwo

AnnouncementsofOpportunities , oneforeach

roundofobservations.Thesuccessfulproposals ,
screened by ESA , arestillbeingimplemented

intheframeworkoftheGingami 田IOn.

Followingthesedevelopments , regularScience

PlanningMeetingshavebeeninitiatedin1988

inordertoensuretightexchangeofinformation

andstimulatefurthercooperationbetweenthe

twoparties.InthiscontextISAShasexpressed

itsintentiontoimplementaprogrammesimilar

1989.2.22
M-3SlI-4 rあけぼの J打上げ (KSC)

to theGinga VisitingInvestigatorProgramme

m出 ESA whenthefutureAstro-DMissionbeｭ

comesoperational.Ontheotherhanditisfo 問­

seen thatduringtheoperationalphaseofthe

XMM Mission an analogous programme for

Japaneseastronomerswillbesetup

Lookingbackto 山e firsttenyearsofcollaboｭ

ratio 明 in astronomy , itappearsthatX-raymisｭ

sionshavebeenthemainobjectofcooperative

efforts.However, otherfieldsofjointastronomiｭ

calobservationsa回 opening up , suchasinfrared

missions(IRTSandISO)aswellasSpaceVLBI

Forinstan 田， theinvolvementofISASintheISO

Missionisunderconsiderationaspartofajoint

prop 田aI withNASAtoprovideasecondground

stationfortrackingandsciencedata 同国 ptlon

On the other hand , the advantage offuture

coordinationinthefieldofSpaceVLBIisbeing

studied in the multilateral framework ofthe

Interagency Consultative Group for Space

Science (IACG) , established in 1981 forthe

coordination ofthespace missionstocomet

Halley.IndeedESAandISASareexploringthe

possibilityofEuropeaninvolvementintheVSOP

Mission. ESA is proposingtooffer i 臼 good

officeswithitsMemberStatestoencourageparｭ

ticipationintheMission

At the p同sent stage cooperation between

ISASand ESA , althou畠h showingapromising

expansion , isstill 同stric 阻d toafewfieldsand

islimitedtotheexchangeofdataorthecoordiｭ

nationofobservations.Itistobehopedthatin

thefutll 日 more diversifiedformsofcollaboraｭ

tionwillbeestablished , suchastheexchangeof

scientists , theorganisationofjointco 明 ferences

and , finally , therealisationofjointm店Sl0ns.

当 ウ f ロンテ. (;ーカウヲ，ロ‘ヒ SA' j-:山科学J'I ['I も会用.，-)

1989.5.2
宇宙研移転記念式典

時餅研究所移転齢式典
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荒木哲夫
は編集委員長

紀井恒男 =ョ

南雲道男 Cニ=

/ク守\ [挨拶余絞 1

Ui'" 平尾先生のニと: rlSAS ニュース

U 後E己 IJ もそろそろ 100 号になりますね」これ

、、.-/ I制緩的 r と'んな企画を考えているの

かな」これやや直接的 r半くしないと|首 1に合わな

いよっ」これ直接的です。

層の!ヲきのこと これは本当に!感謝致しており

ます。 99 号までのfH] 1M稿が本当に間 iに合わなかっ

たのは 2 回しかありません。編集委只長の唐突な

長文寄稿はそうだとお巧え下さ L、。話は全< i率い

ますが.所内て'原析を町 l くのに手 191'-' 、 )j は.林京:

Iii. IW~lm 郎の III 司先生をもって AZHE といたします。

t料生のお人柄からは泡 1像もー・。 w米ないことはあ

りませんかやっぱり。

治外法怖のこと.依初 jの頃はそれとないご注意

もありましたが.どちらが馴れたのかという状態。

賞以な内平手のこと Jl~ 議只会議で永日 I. II!. 川.

野村の 3 光'主に!点品川を nr. l足致しましたところ( lUI

限内でしたが、そろそろということで)直ちに送

って下さいました。一制.n尽とか安 1J ヰ'的などの言ー

燥が ~fi を駆けめぐりました。肩書には大いに ~fi を

悩ませました。ご高名な }j ば々かりなので下手す

ると日 IJ 表を必裂と放しかねません。宇宙研との|剥

わりということで選ばせて国きました。

索引のこと.簡単なものを考えていたのですが.

ついに全日 1\ 盛り込むことになってしまいました。

これだけの滑抗二力を無駄遣いせぬようにと白球致

しております。(松尾弘殺)

昭和 56 年4 1'1に自 IJ 刊されてから今月号で 100 ':j ・を

迎えることができました。よくも似 j-I 休刊せず元Ii

1R って発行してきたものであると感心します。思

い起せば f此初の引は I' 年も続けば良いのではな

し、かと 1;~ Llを Ilf! かれたものでした。そうなると制

集委 U一同は芯地に立っても毎月"，，!U WJ に発行し

なくてはとファイトむ首都きイ iii 長ったむのです。特

に特'.l£号発行の際は.編集委以会を月に l 回な句

ず 2 回. 3 凶と開催して.ディスカ:I/'ョンした

のを思い出します。

当\I与は.皆 a剣に良いニュースを発行するんだ

という芯気込みが悦んであり.私なども平尾初代

編集委 Uh 長から.先行が少しでも溢れると「今 JJ

は遅いね」と II じ陀激励され.ふんどしを引締め l立

した L のでした。今後もニュースは. 200
J
，.土ム. 3却0∞0

号いや寸:'il山i研が干存F絞する阪 0リ) ;j(i溢卓に絞〈てで，しよう。

4ι'J.(，今 f後圭 d説先 r将:に~当;{ぱれるニユ一ス{作午成に微 j刈J なが

ら努 7力J したいと

l上. ~泌A伝亀づ引|を作 tり) r 乙宇j十軒ニ三ペ: 'I街封 6耐研}斤 fの lω カ月」 を制んてで，いて.

「よくもまあ.皆さんキチ J と lf，\ f，~与を下さった

もグ )J と i'，忠誠l{ lUfio

2. もとより{十中のや I lI aJ だが. ，f;\I， 'r らしい制集会

民的 }J や々日央 f象 1i己Hの{，，'!日 lit を知 l ることができ

たこと，生涯の宝。今号のぷ紙カ y トも映像記

録係の力作です。

3. 印刷を受け持って Fさっている昭英社さん.

いつも心のこもった対応有難うございます。

(的川若手五)
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